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Ⅰ．インバウンドの飛躍的拡大に向けた取組

出典：北海道観光産業経済効果調査委員会「第5回北海道観光産業経済効果調査」（平成23年3月）

外国人来道者の観光消費額

1

【国・地域別観光消費額単価（左・1人当たり、右・1泊当たり）】

【国・地域別1人あたり観光消費額単価】

【総観光消費額の区分別内訳】

【観光消費額単価】
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北海道への再来訪意向

出典：北海道運輸局企画観光部「北海道観光の基礎データ」（平成23年度）
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Ⅰ．インバウンドの飛躍的拡大に向けた取組

出典：北海道運輸局企画観光部「平成27年度ビジットジャパン（VJ）地方連携事業北海道ブロック戦略」

北海道へのインバウンド拡大に向けたプロモーション
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【ILTM JAPAN 概要】

●B to B 商談会（完全アポイント制により各30 社）
（北海道からの商談者・参加者）

㈱北海道宝島トラベル、ジャパンプレミアムインターナショナル㈱、
シャレーアイビー、小樽旅亭藏群、鶴雅グループ、北海道観光振
興機構、北海道運輸局

●北海道テーマランチ
映像、スウィーツのご提供による北海道のＰＲ

●国内外メディア向け記者会見

流氷、バードウォッチング、ホエールウォッチングなど世界自然
遺産『知床』での「ここでしか出来ない体験」を迫力ある映像で知
床羅臼町観光協会からのプレゼンテーション

※その他、フォーラム、オフィシャルパーティーに参加し、世界の
富裕層旅行マーケットのキーマン達とのネットワーク作り

心と知識を豊かにし健康に繋がる北海道のコンテンツ・
地域資源を紹介（しこつ湖鶴雅リゾートスパ水の謌）

迫力ある北海道の流氷＆バード
ウォッチング

○「International Luxury Travel Market Japan 2014」（ILTM 
Japan）での商談

・北海道運輸局が、北海道、北海道観光振興機構と連携し、
2014年3 月に京都で開催された「International Luxury Travel 
Market Japan 2014」（以下、ILTM Japan）に道内の観光関係者と
ともに参加し、富裕層を顧客に持つ世界の旅行会社へ北海道観
光を売り込み。

・世界で富裕層（High Net Worth Individual）と呼ばれる金融資産
100 万ドル以上（1 億円）を保有する個人資産家の数は、2010 年
に1,070 万人だったものが2012 年には1,100 万人になり、アジア
を中心に更に拡大傾向。

・富裕層は、大きなネットワークと質の高い発信力を兼ね備え、
本物の価値を理解し、一生に一度の体験を求めて旅をすると言
われおり、訴求力は絶大なものと言われている。

・今回の事業は、ILTM Japan を通じて北海道の本物の価値を伝
える事で北海道のブランド力を高め、世界のプレミアムデスティ
ネーションとしての認知を広げていき、実際の来道に繋げること
を目的として実施。

・ILTM Japan の開催に合わせて、観光庁主催によるILTM Japan
参加バイヤーの視察ツアーも実施。

世界のラグジュアリー層取り込みに向けた取組



【旅行代理店ヒアリングより】
世界的なオプショナルツアーのWEBサイトである「Veltra」において北海道の体験

コンテンツが紹介されており、サイトからアクティビティツアーの予約が可能。
冬場のコンテンツとしては、ワカサギ釣り、犬ぞり、スノーモービルがFIT客に人気。

出典：veltraホームページ 5

外国人FITに需要のある体験型観光メニュー
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根室落石地区

・落石地区は、漁業を基幹産業とする地区。2004年、漁業者や地域住民、商工関係者、行政、観光協会等をメンバーする落石マリンビ

ジョン協議会を設立、翌年には「独自の自然環境・景観と共生した漁業と暮らしの再構築（自然共生型エコツーリズムネットワークと漁
業を核とした活力ある定住環境づくり）」をテーマとするビジョンを策定した。
・このビジョンの下、「衛生管理」「水産振興」「地域振興」「ブランド化」の各グループにより、以下の様々な事業が展開されている。
・水産振興グループ：漁業担い手育成事業（東海大学との連携事業）、おさかな出前教室事業、養殖漁業体験学習事業、など
・地域振興グループ：落石ネイチャークルーズ事業（プロモーション活動、野鳥ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成、オリジナルキャラクターグッズ開発、など）

落石岬フットパス整備事業（フットパス大会の開催、フットパスコースＰＲ、など）
・ブランド化グループ：落石産ブランド品（「しお風」のネーミングによるサケ、サンマ、カニ等）販売促進事業、新商品開発、など

・本取り組みは、2011年度水産庁の「漁村の元気は日本の元気」に地区採択されている。
（以上、落石漁業協同組合HP、水産庁「漁村の元気は日本の元気」HP等から）

上：フットパス事業
左：専修大学学生による

定置漁業視察

広島県内スーパーでの、しお風ブランド品販売

ネイチャークルーズ事業
（H26.2月には、22年からの乗船者累計
3,000人を突破）

異業種と観光の連携事業
～根室市落石地区マリンビジョン事業～
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バルセロナオリンピックの開催を契機に、都市再生を成し遂げ都市競争力を大きく向上させたと評価されている。
1986年のオリンピック開催決定後、開催1992年を目標に、空港、港湾、高速鉄道、道路の整備に総合的に着手した。
主な投資案件として、
・「第2環状道路建設による住宅の解消」「一部区間の地下化に伴う地上空間の有効活用」 → 市民の生活の質が向上
・「オリンピック村の建物を1階を店舗、2階以上を住居とする中層建物として建設 → 開催後は市民の居住空間となるように設計

これらの取組が功を奏し、バルセロナのビジネス都市としての評価・競争力が向上した。

ビジネス都市ランキングの推移

european cities monitor 各年度を基に北海道局作成
参考文献：2020東京オリンピックの経済効果（2013年 みずほ総合研究所）

過去の成功事例【スペイン（1992バルセロナオリンピック）】



Ⅱ．「2020年オリンピック・パラリンピック」等を契機とした観光振興

8

平昌オリンピックを契機とした地域
構想は、地元自治体・江原道の計画
でも位置づけられている。

・左図：オリンピック特区開発とその
ゾーン特性開発（レジャー・文化地区、
温泉休養地区、生態系体験地区な
ど）

・右図：外国人観光客誘致戦略、受
入れ施設整備、受入れ環境の拡充
策など

・左図：高速化鉄道や高速道路など
新広域交通網の拡充

・右図：地元空港の国際化や海航路
観光商品やクルーズ船誘致戦略な
ど

出典：2014年 道政力点施策（江原道庁HP）

平昌冬季五輪を契機とした地域開発構想
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Ⅱ．「2020年オリンピック・パラリンピック」等を契機とした観光振興

JTB総合研究所 太田主席研究員が新聞記事等により作成

国 種目 主な理由
2007年世界陸上大阪大会では、過去最高の７つのメダルを獲得。士別での合宿環境が好成績に
つながったとして、北京五輪でも士別を直前合宿の地として選んだもの。

ドイツの陸上チームは、北海道の士別と芦別の2都市に滞在する。ドイツ関係者は「最初からはっきり
と、開幕まで北京入りはしないと断言した」と、士別市職員の室政敬氏は言う。

ボート
過去に日本代表が合宿。日本代表のヘッドコーチがギリシャ代表コーチと兼任

田瀬湖東和B&G海洋セ
ンターボートコース

日本代表チームの合宿が平成１２・１４・１５・１６年の４回開催され、田瀬湖の環境境・条件の良さが
理解されている。 田瀬湖は、風が吹いても波が立たないいい環境であること。２０００ｍコースが常設
されているとともに、他のボート場では確保が難しい全長８キロの練習距離が確保できる。日本代表
チームのヘッドコーチがギリシャ代表チームのコーチも兼ねているため、ギリシャ代表チームとの合同
合宿を行なうこととなった経緯がある。

陸上
世界陸上での実績（金メダル）と、イスラム教徒向けのハラルメニュー対応

蔵王グリーングラウンド
及びクロスカントリーコー

ス

2007年世界陸上大阪で開かれた世界陸上の直前に、バーレーンの選手７人が坊平で直前合宿を
行ったところ、ジャマール選手が金メダルを獲得した。過ごしやすい気温と澄んだ空気、そして上山の
人達の暖かさがとても気に入ったと語る。また、　昨年の世界陸上選手権大阪大会で合宿した際、「イ
スラム教徒なので食事の原材料を明示してほしい」との要望に応え、細かく説明したことも評価された
ようだ
バーレーンの選手は中国の大気汚染や食の安全を懸念しており、また気温が摂氏35度を超える北京
での訓練は難しいと考えているという。標高約1000メートルにある同市では、夏でも気温は22-23度程
度までしか上がらない。

体操 本番と同じ器具

加茂市体操トレーニング
センター

同チームが加茂市を合宿場所に選んだのは、同センターが北京五輪で使用されるヤンセン・フリット
セン社（オランダ）の器具を備えているため。同社の器具は日本国内では同センターのほかに１カ所し
かない。尚、海外選手団が同市で合宿するのは初めて。

練習に集中してもらうのが最優先と、同市は交流会などを予定していないが、五十嵐裕幸・市総務課
長は「今回ドイツチームが来たことで世界中に評判が広まり、今後も世界各国のチームに来てもらえ
たら」と期待していた。

自治体

新潟県 加茂市 ドイツ

山形県 上山市 バーレーン

北海道 士別市 ドイツ 陸上

岩手県 花巻市 ギリシャ

北京オリンピック時の合宿誘致事例

水泳
空港からのアクセスと水泳施設

県総合体育センター
００年の国体のメーン会場になった室内プールや宿泊施設が、富山空港に隣接しており、移動に便利
な点が評価された。

カヌー

木場潟公園

スウェーデン 水泳
イスラエル、
ニュージーラ
ンド

千葉県国際総合水泳場

柔道
ブラジル男子柔道の監督は日本人（篠原準一監督）

国際武道大学

ブラジル男子柔道の篠原準一監督は「やっぱり(中国の)空気と食事は、前は心配だった。試合が始ま
るちょっと前に行ったほうがいい」と語った。

陸上 ２選手が2007年８月の世界陸上前にも合宿しており、練習環境などが評価された。

飛騨御嶽高原高地ト
レーニングエリア

エリア内の下呂市小坂町の「御嶽パノラマグラウンド」（標高１７００メートル）は、国内初の本格的な高
地トレーニング施設で、日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）が選手の強化拠点施設に認定している。

ボート

同コースは２００５年、アジアで初めて世界ボート選手権が開催、カナダも参戦した。コースを熟
知していることから、五輪の合宿地に選んだという。

長良川国際レガッタコー
ス

市では、漁協や消防本部に依頼し、コースの要所に監視艇を配置するなど全面的に協力する。松
永清彦市長は「世界選手権の実績が評価されたと思う」と話し、一流選手を迎える機会を生かして、世
界で活躍するボート選手の育成に力を入れたいという。

陸上
2007年の世界陸上の際も同市で合宿した実績。また、紀三井寺競技場は2002年サッカーワールド
カップの時も、デンマークチームがこの地をキャンプ地にした実績。

紀三井寺陸上競技場

今回は上海で合宿予定だったが「治安に問題が生じた」との理由で変更したという。パリの聖火リレー
で妨害活動があり、中国人の対仏感情の悪化を考慮したとみられる。                          フランス選手
団は当初、上海での事前合宿を計画していましたが、政治的緊張感から中国を離れ、去年の夏の世
界陸上大阪大会で事前合宿した和歌山市を選んだものです

岐阜県 海津市 カナダ

和歌山県 和歌山市 フランス

千葉県 勝浦市
カナダ、ブラ
ジル、キュー
バ、スイス

岐阜県 高山市・下呂市 フランス

福井県 小松市
アメリカ、フラ
ンス、ベル

ギー等

練習環境や北京との時差が１時間しかないことに加え中国での食の安全性に不信感を持っている
ことも影響しています。

千葉県 習志野市

同水泳場は2007年８月に世界競泳の舞台

富山県 富山市 ポーランド

陸上
小泉八雲を通じた国際交流、2007年世界陸上の実績

松江市営陸上競技場

アイルランドの選手が松江で事前合宿を行うことになったのには「小泉八雲」の存在が大きく影響して
います。小泉八雲は1890年に松江を訪れ、「知られぬ日本の面影」などの多くの作品で日本や松江を
世界に紹介した文豪です。この小泉八雲が幼年期まで過ごしたのが「アイルランド」でした。そこから、
松江市長と駐日アイルランド大使の相互訪問や松江市民がアイルランドの文化を学ぶ取り組みなど
が行われ、松江とアイルランドの交流が始まりました。
　昨年、世界陸上の事前合宿でアイルランドの陸上選手が松江にきた実績。

柔道
情報入手・情報提供、知り合いを通じて更にプッシュ

岡山武道館・桃太郎スタ
ジアム

県は今年１月、オランダ五輪委員会が日本国内で事前合宿を検討しているとの情報を入手。関係者
を通じて施設などの情報提供をしていたところ、２月中旬に関係者が視察に訪れ、４月に合宿先に岡
山が選ばれた。　市によると、市内の有名ホテル支配人とオランダの柔道連盟関係者が知り合い
だった縁で、誘致が実現したという。

陸上他
2007年世界陸上の実績、大使館への売り込み

県立丸亀競技場　丸亀
市総合運動公園、丸亀
市土器川河川敷グラン
ド、府中湖カヌー競技

場、府中湖特設漕艇場

世界陸上北欧4カ国選手の合宿練習の成功を受けて、香川県は香川陸上競技協会など関係団体と
協力して、今夏の北京に向けても、選手たちの練習を招致したいと、北欧4カ国の大使館に出向き、ロ
ビー活動を重ねました。視察団も改めて来県し、丸亀競技場ほか、県内の各施設を視察しました。そ
の結果、フィンランドは陸上、カヌー、ボートの各選手が、またデンマーク王国は陸上の各選手が、エ
ストニアとエジプトの選手も帯同で、香川県内で事前合宿を行うことが決まりました。

空港からのアクセスと施設等

3年前から十数回にわたって同国の視察団が訪問。選手の宿泊、食事、トレーニングの費用に50％の
補助をつけ、市内の交通機関は全て無料で利用できる特典をつけたという。滞在人数が国内最大規
模となる受け入れは、かつて五輪招致活動の実績の上にある。

水泳 ドイツのハイデルベルク市と友好都市

アクアドームくまもと

韓国・済州島も合宿候補地だったが、熊本市の幸山政史市長が同国監督と面談して誘致を働き掛け
た。練習場使用料を免除するほか、熊本城や阿蘇山の観光ツアーの希望にも応えるという。2006年
熊本での世界女性スポーツ会議開催を契機に、JOCとパートナーシップ協定を結び、本市を北京
に近い最適な合宿地としてアピールしてきた。

陸上や水泳など１１競技

熊本県 熊本市 ドイツ

香川県 丸亀市 フィンランド他

福岡県 福岡市 スウェーデン

島根県 松江市 アイルランド

岡山県 岡山市 オランダ

○合宿誘致に至った理由

○日本国内合宿地
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観光産業によりもたらされるGDPは5,356億円で、道内の他産
業のGDPと比較すると、食料品製造業や農業よりも高く、北海
道の主幹産業の一つといえる。

7,207

5,356

4,739

4,695

3,549

0 2,000 4,000 6,000 8,000

金融・保険業

観光産業

食料品製造業

農業

電気・ガス・水道業

（単位：億円）

観光GDPと他産業との比較

観光GDP：
観光産業による所得形成効果（付加価値効果）の直接効果分で算出される。
ここで「観光産業」とは、TSA基準に基づき、観光関連商品を生産している産
業と定義している。

経済産業省「平成24年経済センサス」を基に北海道局作成

地域産業における宿泊業、飲食サービス業のウェイト

観光関連産業として関わりが大きいと考えられる「宿泊業、飲食
サービス業」に着目し、これらの地域産業におけるウェイトを事業所
数・従業者数それぞれで見たのが下図である。

スキー場やリゾート・レジャー施設等を抱えるニセコ町や留寿都村、
赤井川村、倶知安町、離島観光を代表する利尻富士町や礼文町、奥
尻町、温泉観光や景勝地を有する弟子屈町や中富良野町、上川町、
洞爺湖町などでこれら産業への特化傾向が見られる。

かつ、上位はいずれも、比較的小規模町村であることから、これら
の町村における観光関連産業の占めるウェイトは相当規模に及んで
いると推察される。

出典：北海道経済部観光局「第5回北海道観光産業経済効果調査」（平成23年3月）
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標津町の観光入込客数推移

【道内客・道外客の推移】

【外国人宿泊客延数の推移】

標津町の観光入込客数は、平成12年度時点では道内客約29万
人、道外客約15万人、計約44万人であった。

その後、17年度にかけ道内客の増加も見られ、全体52万人に達し
たが、20年度以降は道内・道外客とも減少、近年は横ばいを保って
おり25年度では道内客約20万人、道外客16万人、計約36万人と、
対12年度では約8万人の減少となっている。

一方、外国人旅行者数（延宿泊者数）は少ないが、平成24年度は
179人泊、25年度は132人泊となっている。
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Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

観光関連産業の地域経済における重要性（標津町のケース）

標津町では、平成26年4月に釧路公立大学地域経済研究セ

ンターとの共同調査により、観光消費による経済波及効果を分

析。

これによると、町内観光による観光消費額は7.9億円（H23市

内小売販売額65.4億円の12.1％に相当） 、第１次・第２次間接

効果を含めた波及効果の総額を13.3億円と推計している。

また、観光による町内の雇用効果（雇用誘発数）は148人

（H21町内就業者数2,067人の7.2％に相当） 、税収効果は745
万円（H24年度の町歳入額63.7億円の0.1％に相当）と推計し

ている。

標津町の観光による経済波及効果

出典：釧路公立大学地域経済研究センター・標津町・（公財）日本交通公社
「標津町における観光産業の可能性を探る－観光消費による経済効果分

析研究の概要－」 11



・釧路への来訪客が市内で消費した金額の合計は211億円。

・このうち、市外へ流出する分を除くと、釧路市内の産業が直接得た金
額（直接効果）は163億円。これは2006年市内総生産額6,215億円の
1.3％を占める。

・この直接効果が、釧路市にもたらす経済波及効果は254億円と推計さ
れ、これは2006年市内総生産の2.1％に相当する。

出典：釧路市の持続的発展に向けての観光産業の役割
（2010年 釧路公立大学 地域経済研究センター）

釧路市観光の産業別経済波及効果（2009年） 釧路市観光の産業別雇用誘発効果（2009年）

・観光消費211億円からは、およそ1,300人分の雇用機会が創出されたと
推計される。

・さらに、波及効果まで含めると、およそ1,900人の雇用が誘発され、これ
は市の2005年従業者数84,000人の2.3％に相当する。

・産業別では、直接効果で「宿泊業」や「飲食店」で、波及効果で「卸売・
小売」や「その他サービス業」への影響が大きい。

・観光消費が市経済に与える効果を踏まえ、さらにこれを高めていくためには、
「食材の地元調達率アップ」や「消費額アップ」、「インバウンド増加」「宿泊客数・
宿泊数増加」によるシミュレーションも試みられている。

釧路市観光の政策効果シミュレーション

Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

観光関連産業の地域経済における重要性（釧路市のケース）

12



Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

ニセコ町
「ニセコビュープラザ」

七飯町
「（仮称）男爵いもパーク」

南富良野町
「南ふらの」

弟子屈町
「摩周温泉」

音更町
「おとふけ」

当別町
「（仮称）当別」

石狩市
「（仮称）あったか・あいろーど」

士幌町
「ピア２１しほろ」

上士幌町
「（仮称）バルーン」

・石狩市 道の駅「（仮称）あったか・あいろ－ど」

・当別町 道の駅「（仮称）当別」

・ニセコ町 道の駅「ニセコビュープラザ」

取組を広く周知するとともに、取組の実現に向けて、
関係機関が連携し重点支援

重点「道の駅」（国土交通大臣選定）

・七飯町

道の駅「（仮称）男爵いもパーク」

・南富良野町

道の駅「南ふらの」

・音更町

道の駅「おとふけ」

・士幌町

道の駅「ピア２１しほろ」

・上士幌町

道の駅「（仮称）バルーン」

・弟子屈町

道の駅「摩周温泉」

重点「道の駅」候補
（北海道開発局長選定）

関係機関が連携し、企画検討等
を支援

○ 国土交通省では、「道の駅」を地方への好循環拡大のツールとして、また地方創生を進めるための「小さな拠点」として位置づけ、関
係機関と連携して特に優れた取組を選定し、重点的に応援 （北海道開発局管内は重点「道の駅」が３駅、重点「道の駅」候補が６駅）。

「道の駅」が

活力を呼び、雇用を創出、

地域の好循環へ

13

地方創生の核となる「道の駅」の重点支援



千歳ウェルカム花ロード
地域の情報発信・PR
「情報拠点」

雪あかり連携事業
ガードレール除雪
ボランティア

フットパス事業
（宗谷丘陵コース） シーニックの森づくり

支笏洞爺ニセコルート

シーニックバイウェイ北海道のルートと主な取組

大雪・富良野ルート

札幌シーニックバイウェイ
藻岩山麓・定山渓ルート

東オホーツクシー
ニックバイウェイ

萌える天北オ
ロロンルート

ヒラメ底建網オーナーin遠別

函館・大沼・噴火湾
ルート

宗谷シーニックバ
イウェイ

ルートマップとパークゴル
フマップ

十勝平野・山麓ルート 南十勝夢街道

学校シーニックバイウェイ

釧路湿原・阿寒・摩周
シーニックバイウェイ

ＰＲ・プロモーション事業
（ご当地風土アドバイザー）

トカプチ雄大空間

そららの森（弟子屈飛行
場跡地）での植樹活動 花回遊連携事業

天塩川のカヌーイベント江差北前のひな語り

天塩川流域ミュージ
アムパークウェイ

どうなん・追分シーニッ
クバイウェイルート

層雲峡・オホーツク
シーニックバイウェイ

Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

指定ルートは、地域発案による「ルート運営活動計画」に基づき、美
しい景観づくり、活力ある地域づくり、魅力的な観光空間づくりに取
組む。なお、指定ルートは「行政連絡会議」が設置され、関係機関
により各種活動への参加、連携した活動などが行われる。

候補ルートは、ルート独自の地域活動を通して、地域の連携、人材の
育成、地域資源の発掘などを進め、ルート全体の理念や目標の熟度を
高めて、ルート指定を目指す。

指定ルート

候補ルート

14



Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

道の駅「スワン44ねむろ」

根室市観光インフォ
メーションセンター

・根室市観光協会によると、2012年度は宿泊代1,500
万円超、野鳥観察クルーズ料金収入690万円の効果。

・回答のなかった宿泊施設の利用や、飲食、土産購入
など、実質的な経済効果はさらに大きいはず。
・また、2月開催の本イベントは、冬期間の観光入込に
貢献していると見られる。
（H25.04.18 釧路新聞から）

春国岱野鳥公園
ネイチャーセンター 2015年ポスター

参加・宿泊者にプレゼント
される野鳥缶バッジ

・根室半島は、日本で見ることのできる野鳥630種のう
ち370種が見られる「野鳥の楽園」。

・これらの地域資源の保全を図るとともに、野鳥の魅力
を発信・体験してもらうため、2008年より『ねむろバード
ランドフェスティバル』を開催している。
・2015年は8回目、2月13日（金）～15日（日）の3日間
で開催された。

・開催期間中は、野鳥と地元に精通したガイドによる各
種ツアー（落石ネイチャークルーズ、海鳥三昧ツアー、
ワシエコツアー等）が開かれている。
（以上、根室市HP、根室市観光協会HP等から）

：『ねむろバードランドフェスティバル』の主な開催エリア

根室市取組事例（バードウォッチング）

15

市民の森ハイド



Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり

ニセコ観光圏の取り組み
【観光圏の区域】北海道蘭越町、ニセコ町、倶知安町
【観光圏整備計画の期間】平成26年4月1日 ～ 平成31年3月31日

「NISEKO, My Extreme」 ～世界が選ぶニセコ～
恵まれた自然環境 × 外国人との共生による躍動

恵まれた自然資源、様々なアクティビティへの
挑戦機会、そして、日本品質の施設・空間・
サービスの提供を通じて、ニセコでしか体験で
きない究極のバカンス経験を提供。

○景観も味わう食体験プログラム
○温泉めぐりで健康増進プログラム
○スポーツツーリズムの推進
○ＭＩＣＥ誘致の推進

主たる滞在促進地区を起点とした
滞在プログラムの取組

４つの課題

＊国際リゾートを運営しうる知見・情報の集積

＊国際リゾートに相応しい空間の形成

＊地域経済振興を促進させるエコシステムの

構築

＊持続性を持って地域経営を行える組織

取り組みの方針

プレイヤーとなる民間事業者の取り組みを支
援し、民間では対応が難しい領域を補完して
いく仕組みを構築していくことで、NISEKO, 
My Extremeを実現していく。

＊基礎的なデータの収集と公開

＊協働事業を通じたノウハウ蓄積

＊空間と環境のあり方についての継続協議

NISEKO, My Extremeに向けて
○経済循環・観光振興意識調査と検証

○受け入れ環境の品質向上

○「ニセコルール」（スキー場のエリア外滑走
ルール）の充実化

○公共交通網の拡充整備

○情報媒体の整理統合、提供体制の充実化

主たる滞在促進地区の取組

持続性を持って、地域経営を行える組織の
検討（財源確保、法的な権限整備、合意形
成）

地域経営組織の検討

・多様な泉質を誇る温泉地域の魅力発信
・長期滞在に対応するために、市街地地区

との交流促進

交流地区の取組

地域資源や自然環境の保全と持続的活用に
向けた検討を進め、ニセコの環境、空間のサ
スティナブルポリシーを検討する。

住民に対する意識啓発取組

実施体制図

16「世界が選ぶニセコ NISEKO, My Extreme - ニセコ観光圏整備計画 - 」及び「平成26年7月4日
北海道運輸局記者発表資料（ニセコ観光圏を新規認定します）」を基に北海道局作成
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釧路市において入湯税に超過税を実施した事例

出典：釧路市入湯税の税率改正及び新基金設置の概要（釧路市）

平成２７～３６年度の１０年間、一般の宿泊者１人１泊について入湯税の税率を現行の１５０円から２５０円に引き上げ。

ただし、国際観光ホテル整備法上の登録ホテル・登録旅館に該当しない施設では、一般の宿泊者１人１泊についての入湯税
の税率を現行と同じ１５０円に軽減（現在、国際観光ホテル整備法上の登録ホテル・登録旅館には、市内の鉱泉浴場では阿寒
湖温泉地区の一部の宿泊施設のみが該当）。

Ⅲ．世界に通用する魅力ある観光地域づくり



Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備
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道内地方空港の取組（旭川空港の例）

○国際線路線誘致・利用促進の取組

・タイ、インドネシアなど東南アジア等で路線
誘致に係る観光プロモーションの実施。

エバー航空関係者
視察団研修事業

・台湾、香港において、路線誘致
プロモーションを実施。

・国際線に係る航空会社や関係
機関への要望活動、歓迎行事
や旭川空港PRDVD（外国語対
応）の作成、HPの充実など旭
川空港の利用促進に係るＰＲ
事業の実施。

ガルーダ・インドネシア航空訪問

○LCC「春秋航空」が旭川上海間に定期便を就
航予定

・平成27年3月30日より、中国上海市に本社の
あるLCC「春秋航空」が旭川上海間に定期便を
就航予定。新千歳空港以外への道内空港への
LCC定期便就航は旭川空港が初めて。
（平成27年2月16日旭川市プレスリリースより）

・北海道の中央に位置するアクセスの良さ，食・
温泉・景観など近隣含めたエリアの魅力ある地
域資源，国際線機能充実などが道内2カ所目新

規路線開設の決め手となった。円安傾向と北海
道人気により今後も中国便需要増が見込まれ
る。

エバー航空台北支店訪問

写真出典：旭川市

新千歳空港における受入環境整備

○保安検査場前入り口の増設
（2か所→3か所、H27.2.13~）

PR用DVD



○連携施策の具体的取組例

新幹線からの2次交通の約6割
を自動車が担うと試算される一
方、高規格幹線道路が結節し
ておらず、鉄道、バス、レンタ
カー等の受入体制も十分整っ
ていない。

↓

新幹線効果を波及させて観光需
要に応え、インバウンド観光に
も対応するためには、新幹線駅
と2次交通の効果的な結節と共
に、ニーズを踏まえた広域で冬
も安全な「足」を多様な主体が
連携して確保することが重要。

・2次交通との効果的な結節

公共交通機関(JR、バス)の利用環境整備

レンタカーの利用環境整備

分かりやすく的確なアクセス情報の提供

交通機関相互の結節・連携

・全道波及

広域的・滞在型周遊の利便性確保等

（方面別でのモード分担等）

モード間連携

（新幹線→鉄道、自動車［長距離バス等（高速道路活

用）］、海運［クルーズ船等（港湾活用）］→地方空港）

事業者間連携（長距離バストランジット等）

移動の快適性向上（景観整備、道の駅の機能充実等）

・車両大型化、国際規格への対応

適切な経路誘導や通行支障箇所の改善等

Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備

2016年3月の北海道新幹線開業を見据えた取組と、観光拠点と広域交通の連携施策のイメージ

19

宇都宮でのＰＲ活動(H26.10月)道内お祭り会場での
ＰＲ活動(H26.7月～)

遅くても開業まで500日前
記念セレモニー（H26.11月）

新幹線車両試験走行
歓迎セレモニー（H26.12月）

○道内外でのＰＲ活動 ○気運醸成に向けたイベント開催
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みなとオアシス網走エリア図

1．エコーセンター

2．モヨロ貝塚館

4．流氷硝子館 5．帽子岩と観光流氷砕氷船おーろら

3．みなと観光交流センター
（道の駅流氷街道網走）
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H25/H22

9.3％増加

道の駅 H21.1供用
みなとオアシス H22.3登録

道の駅への入り込み客の推移

四季を通じた交流促進

網走感動朝市
（7月中旬～9月中旬）
【港町緑地にて開催】

４．流氷硝子館
５．帽子岩

３．みなと観光交流センター「流氷街道網走」
（H21.1 道の駅として供用）

２．モヨロ貝塚館

１．エコーセンター

○ みなと観光交流センターとして整備された「流氷街道網走」は、網走川河口に位置し、知床半島を一望できる「道の駅」（平成21年に道
の駅が供用）。

○ エコーセンター、みなと観光交流センター等がある「みなとオアシス網走」では、来訪者に観光情報を提供するほか、市民等に交流機会
を提供（平成22年にみなとオアシス登録）。

○ 冬期間、「流氷街道網走」は、流氷観光砕氷船「おーろら」の発着場として流氷観光の拠点に活用。

流氷観光を下支えする「道の駅」と「みなとオアシス」

Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備
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Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備

閑散期の取組の必要性

【主な休暇時期】
3月上旬～5月末：学校夏期休暇
4月中旬の約1週間：ソンクラーン
10月の約1ヶ月間：学校中期休暇

観光庁「宿泊旅行統計調査」を基に北海道局作成

【主な休暇時期】
1月or2月の約1週間（H27は2/18～24）：春節
3月下旬の約10日間：学校前期中休暇
6月の約15日間：学校前期末休暇
9月上旬の約10日間：学校後期中休暇
11月下旬～12月末の約45日間： 学校後期末休暇

タイやマレーシアからの日本全国への宿泊者数を見ると、閑散期とされる4月、11月にも比較的需要があるが、北海道で
は取り込めていない。
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道内へのクルーズ船寄港数の推移

北海道の豊富な観光資源を活かしたクルーズ観光は、
近年寄港隻数が堅調に推移しており、今後もマーケット
拡大が期待出来る成長分野である。

国内クルーズについては、「飛んでクルーズ北海道」
の人気等もあり寄港隻数を伸ばしてきたところ。国際ク
ルーズは外国船社を中心に、近年は大幅な増加傾向に
ある。

特に平成26年はプリンセス・クルーズ社が北海道を周
遊するカジュアルクルーズ（１泊３食付き１万円台）を中
心にー、道内港湾に計８２回の寄港（サン・プリンセス
（定点クルーズ）12便61回、ダイヤモンド・プリンセス7便
21回）を行っており、大きな経済効果をもたらしている。

出典：釧路港における外航クルーズ船への対応と今後の課題について
（2012年度 北海道開発局釧路開発建設部）

出典：北海道の港湾におけるクルーズ振興と今後の課題（北海道開発局港湾空港部港湾計画課）

釧路：市内マップ作成

室蘭：着物着付け体験

各港湾地域では、寄港に対するさまざまな取り組みが行われている。

釧路市では市内地図とシャトルバスルートを示したマップの作成と配布、室
蘭市では着物着付け体験や吹奏楽演奏による歓迎、小樽市では仮設タク
シー案内所の設置といった活動が、市民レベルで実践されている。

クルーズ船観光への対応

北海道クルーズ振興協議会ＨＰを基に作成

室蘭：吹奏楽演奏による歓迎 小樽：仮設タクシー案内所設置

＜おもてなしの例＞
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Wi-Fi整備に向けた取組

北海道と北海道観光振興機構、NTT東日本では、外国人観
光客が無料で利用できるWi-Fiサービスの全道的な整備を促進
するため、「Wi-Fi環境の整備等に関する協力連携協定」を締結
し、道内市町村向けにサービスを提供。

地域がNTT東日本が提供する公衆無線LAN（ Wi-Fi ）のアク
セスポイントとなる『光ステーション』を、月額500円でレンタルし、
外国人観光客は、観光案内所などで発行する『ID/PASSカード』
を利用することで、光ステーションを通じ2週間無料でWi-Fiイン
ターネットに接続することが可能。

この『光ステーション』は、平成26年10月末現在で、全道約
5,700箇所に設置。

『ID/PASSカード』の配布場所は、平成26年12月末現在、観
光案内所、観光施設、道の駅、空港など、道内57か所。

北海道経済部観光局提供資料

Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備



例えば、北海道や北海道観光振興機構では、北海道観光を
支える人材の育成やホスピタリティ溢れる受入環境の整備のた
め、各種セミナー等を実施。

○北海道
・高度観光人材育成事業
・外国人観光客タクシードライバー等人材育成事業
・北の観光まちづくりリーダー養成セミナー事業 等

○北海道観光振興機構
・アウトドア資格制度を活用した体験型観光活性化事業
・外国人観光客対応力強化推進事業
・観光おもてなしタクシー

等

Ⅳ．外国人旅行者の受入環境整備
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北海道では、道内各地の観光関係者等を対象とし、外国人観光
客受入のための研修会を道内各地で開催。

平成26年度は、道内12か所で開催され、このうち4か所ではムス
リム観光客対応をテーマとしたセミナーを実施。

平成26年度外国人観光客受入れ研修会のうち
ムスリム観光客を対象としたセミナー等 （北海道主催）

北海道経済部観光局より聞き取り

北海道観光振興機構では、一昨年、イスラム圏の観光客を受け
入れるためのガイドブックとして「ムスリムおもてなしガイド」を発行。

（掲載内容）
・イスラーム・ムスリムとは
・イスラムの戒律
・食事について
・飲み物について
・「ハラール」「ハラーム」について
・お祈りについて
・接客について
・ムスリムおもてなし実例集 ムスリム おもてなしガイド（抜粋）

出典：ムスリム おもてなしガイド（2013年 北海道観光振興機構）

ムスリム観光客への対応人材育成の取組例

出典：北海道経済部観光局「北の観光リーダー養成セミナーとは」

「北海道観光おもてなしタクシー乗務員認定制度」
研修の模様

開催場所 開催団体等 開催内容 開催時期 参集範囲 参加者数

滝川市 （一社）たきかわ観光協会
・ムスリム観光客対応セミナー
・免税店制度

1月28日（水）
13：30～15：30

中・北空知管内の観光関係者 37名

小樽市 小樽市産業港湾部観光振興室
・ムスリム観光客対応セミナー
・免税店制度

2月18日（水）
13：30～15：30

小樽市の観光関係者 41名

苫小牧市 （一社）苫小牧観光協会
・ムスリム観光客対応セミナー
・現場対応者向け実践研修

2月19日（木）
13：00～15：00

苫小牧観光協会会員等 25名

富良野市 富良野美瑛広域観光推進協議会
・ムスリム観光客対応セミナー
・新市場対応セミナー

2月3日（木）
14：30～17：00

美瑛町、上富良野町、中富良野
町、富良野市、南富良野町、占
冠村

43名
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稚内空港

旭川空港

新千歳空港

釧路空港

帯広空港

中標津空港

女満別空港

函館空港

紋別空港

モエレ沼のガラスの
ピラミッド

世界的な彫刻家イサム・
ノグチにより設計された、
全体を一つの彫刻とした
公園。

函館山ロープウェイ
山頂施設

函館山山頂から望む市街
地の夜景は、香港、ナポ
リと並ぶ世界三大夜景の
一つ。

旭川の丘の上にある、
建物から展示まで全
て雪をイメージして
つくられた美術館。

海を臨む歴史ある赤レン
ガ倉庫の建物を利用した
ホール。

ＳＬ冬の湿原号

車内では昔ながらのダル
マストーブを囲んでスル
メを炙りながら、参加者
の交流を深める最適なエ
クスカーションツール

ワッカ原生花園

オホーツクとサロマ湖を
分ける砂洲の中にある原
生花園で、300種を超え
る花が群生。

札幌コンベンション
センター

旭川大雪クリスタル
ホール

金森ホール

雪の美術館

北見芸術文化ホール

2015年8月オープン予定

函館アリーナ

釧路市観光国際交
流センター

札 幌

函 館

旭 川

北 見

釧 路

北海道内の主なコンベンション施設及びユニークベニュー


